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第 2 章	 課題無関連刺激であるダイアグラムパターンの先行提示効果 




























図 1	 Localダイアグラム（左）とGlobalダイアグラム（右）． 
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第 3 章	 背景情報として提示されるダイアグラムパターンの視覚的文脈効果 






























憶が残りやすくなると予想した．これらの仮説を明らかにするために，実験 1 では 30 秒間ポスター
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第 5 章	 総合考察 
	 第 5章では，第 2章から第 4章までの検討において得られた結果に基づき，全体的な考察を行い，
さらに，ダイアグラムデザインに関する指針の提供とダイアグラムパターンの発展的な利用可能性に
ついて考察した． 
	 課題無関連情報であるダイアグラムパターンが観察者の視覚的注意や眼球運動にもたらす効果に関
して行動指標に基づき実証的に示した本論文の知見は，ダイアグラムを扱う分野や情報デザインを扱
う分野の研究のあり方に新たな視点を提供するものと考えられる．また，本研究の検証において，間
接的なダイアグラムパターンの視覚効果が実証されたことから，今後，提示手法や利用する情報媒体
を上手く組み合わせることで，ダイアグラムパターンは情報伝達の手段に留まらず，機械操作の画面
インターフェースやアプリケーションなど様々なデザイン領域において，その視覚効果を幅広く活用
していくことが期待できるであろう．  
